Die Geschichte der Passion : mit Schwerpunkt auf den im deutschsprachigen Raum entstandenen Passionen by 木村 佐千子
受難曲の歴史
―ドイツ語圏を中心に―














れみたまえ Erbarme dich〉（第 39曲）、《ヨハネ受難曲》のソプラノ・アリア
〈私もあなたについて行こう Ich folge dir gleichfalls〉（第 9曲）など、情緒に富
んだ印象的なアリアをいくつも挙げることができよう。これらは、聖書にはな
い「自由詩」による楽章である。さらに、場面ごとにコラール（讃美歌）の合唱
が加わる。《マタイ受難曲》の〈血潮したたる主のみかしら O Haupt voll Blut 









































































































曜日 記事 マルコ マタイ ルカ
日 エルサレム入城 11:1～11 21:1～11 19:28～44













































れてきた。4世紀の終わり頃、エゲリア（エテリア） Silvia Egeria （Aetheria） と



























 11） 「荘厳に受難を語り、厳かに祝え。Solemniter legitur passio, solemniter velebratur.」 
（Sermo 218.）
 12） Fischer 1973, S. 577.　なお、『ヨハネによる福音書』の受難記事からイエスが息を引
き取った場面を聖金曜日に読んだという記録が、『エゲリア巡礼記』にもある。太田、
2002年、98頁参照。




















料（Paris, Bibliothèque nationale, fonds latin 11958 および Reims, Bibliothè-







 14） 表示文字の意味は、時代とともに変わっていった。たとえば cは cronista＝年代史
家や cantor＝先唱者、sは synagoga＝集団を指すと解されるようにもなった。
 15） MGG1, Sp. 889の譜例参照。





公会議後の聖歌改革に加わったグイデッティGiovanni Guidetti （1530–1592） 
の聖歌集『われらの主イエス・キリストの受難の聖歌 Cantus ecclesiasticus Pas-







たようだ。たとえば、1254年のドミニコ修道会の受難曲資料（“Le Gros Livre 
/ Correctorium Humberti”, Roma, Santa Sabina, Codex XIX, lit. 1）では、




lioteka Uniwersytecka, I-F 459）では、大勢の人々をあらわすトゥルバの部分
に、複数の歌い手が声をそろえて歌う斉唱（単旋律の合唱）の指示がはじめて明
 17） ただし、教皇の礼拝堂では、キリストは fではなく gで朗唱されていた。Vgl. Mas-






















Füssen で見つかった、ラテン語によるいわゆる「フュッセン論文 Füssener 
Traktat」（15世紀半ば） （Harburg, Oettingen-Wallersteinische Bibliothek, Cod. 
 18） Fischer 1973, S. 583.
 19） 受難物語以外の聖書朗読箇所については、 12世紀から多声で歌う資料が残されて
いる。Vgl. Göllner 1969, S. 135.
 20） 「劇的受難曲 dramatische Passion」（O. Kade）、「聖歌受難曲 Choralpassion」（F. Blu-
me）と呼ばれることもある。
11受難曲の歴史










マルティン・ルター Martin Luther （1483–1546） が『95箇条の提題』を掲
げて宗教改革が始まったのが1517年のことである。以後、ドイツ・プロテスタ
ントの地域では受難曲が多数作曲され、発展をとげていく。15世紀までの受難
 21） 「フュッセン論文」の原文とドイツ語訳全文が、Göllner 1969, S. 131–134 に掲載され
ている。
 22） 1465年頃にはこれにもう 1声が付け加えられて、4声に拡大される例も出た。Vgl. 
Göllner 1969, S. 136. 




年頃のデイヴィ Richard Davy （c1465–c1507） の《マタイ受難曲》が伝えられる（『イー
トン・クワイアブック Eton Choirbook』所収。Windsor, Eton College, College Library, 
Ms. 178, MB 12）。この作品は、セーラム式の受難旋律定型を用いている。1470/80年

























である。Vgl. MGG2, Sp. 1469.
 24） Luther 1897, S. 90–94.
 25） „Es mus beyde text und notten, accent, weyse und geperde aus rechter mutter sprach und 





 27） ドイツ語の受難曲がどこでも抵抗なく受けいれられたわけではない。 1630年頃に
なっても、リューベックでは、ドイツ語の歌詞の受難曲は喜劇を思わせるので、歌詞
をラテン語からドイツ語に変えるのはよくないと聖職者が述べたという記録が残っ
ている。Vgl. MGG2, Sp. 1475–1476.
13受難曲の歴史
は、 バスから 10度上の音程で加えられたソプラノ声部で、これにより生じ



































フェッラーラのエステ家のエルコール 1世 Ercole I d’Este （1431–1505）（在位
1471–1505）の宮廷のために書かれた受難曲だが、カトリックの正規の礼拝では
演奏できないといった理由でイタリアではあまり演奏されず、プロテスタント
 29） MGG2, Sp. 1459.
 30） Fischer 1973, S. 596.
 31） Fischer 1973, S. 597.
 32） 1507年以前の Roma, Biblioteca apostolica vaticana, 42 および 1516/17年頃の Firenze, 
Biblioteca Nazionale, 232。このほかに、少し後の時期のものとしてスペインの Toledo, 
Catedral Archivo y Biblioteca Capítulares 所蔵の 1520～35年頃の資料がある。
 33） ドイツ語圏での最も古い資料は、1520年代、ザクセンのアンナベルク用のものであ
る（Dresden, Sächsische Landesbibliothek, Ms. Mus. 1/D/505）。Vgl. Massenkeil 1998, S. 
44. 1538年の印刷譜（オブレヒト作曲として出版）のほか、手稿譜も 30以上伝えられ

















Die fasten, palmtag und marterwochen lassen wyr bleyben, nicht das 
wyr nemand zu fasten zwingen, sondern das die passion und die Evan-
gelia, so auff die selbige zeyt geordenet sind, bleyben sollen; doch nicht 
also, das man das hunger tuch, palmen schiessen, bilde decken und was 
des gauckel wercks mehr ist, halten odder vier passion singen odder acht 
stunden am karfreytag an der passion zu predigen haben, sonder die 
 34） プロテスタントでは、はじめは総合受難曲がミサで演奏されることもあった。やが
て、特に朝課 Mette や晩課 Vesper などで演奏されるようになった。Vgl. Fischer 1973, 
S. 601.
 35） “Qui passus es pro nobis, miserere nobis. Amen.”
 36） 単声の導入句、たとえば “Passio Domini nostri Jesu Christi secundum Lucam” のよう
な言葉は、8世紀半ばから歌われていた。Vgl. Fischer 1973, S. 579.
 37） „Danck sey unserm Herrn Jhesu Christo, der uns erlöset hat durch sein Leyden von der 
Hellen.“ 受難により救いをもたらしてくれたイエス・キリストへの感謝を歌う。
16 獨協大学ドイツ学研究
marterwoche sol gleych wie ander wochen seyn, on das man die passion 
predige des tages eyne stunde durch die woche odder wie viel tage es 
gelustet, und das sacrament neme wer do wil.38）
このなかの、„vier passion singen“ のところで、ルターは 4つの福音書の記事
を混合したロンガヴァルらの「総合受難曲」を歌うことに反対していると考え
られてきた。しかし、初期に宗教改革に加わりルターの信用のあつかったブー













hannes Keuchenthal （c1522–1583） の編纂した『教会暦に従ったラテン語とド
イツ語の讃美歌集 Kirchen Gesenge Lateinisch und Deutsch . . .』（1573年）
に含まれる《マタイ受難曲》は、ヴァルター受難曲を改訂したものである。最
後の晩餐で裏切り者がいることをイエスが暗示したあと、弟子たちが「主よ、
まさか私のことでは Herr, bin ich’s?」と尋ねる場面があるが、ヴァルター受難
 38） Luther 1897, S. 112–113.







Mancinus （1550–1611/12） の 1610年頃の《マタイ受難曲》と《ヨハネ受難曲》
（1620年出版、1602年以前成立 ?）、ブラスラウ（ヴロツワフ）のベスラー Sa-
muel Besler （1574–1625） による 1612年の《マタイ受難曲》が挙げられる。
ヴァルター受難曲をより独自に発展させたものとしては、アンスバッハの宮










pius （c1570–1615） の 1613年の《マタイ受難曲》や、ゲッティンゲンのハル





 41） コラールと受難曲の結びつきは、これ以前のハイデン Sebald Heyden （1499–1561） 
のリート受難曲（1530年頃）で著しい。この作品では、コラール《人よ、汝の罪の大い
なるを嘆け O Mensch, bewein dein Sünde groß》の旋律にのせ、単声で統合受難記を
歌う。（ブーゲンハーゲンの統合受難記の一部を韻文化した歌詞である。）冒頭には
《人よ、汝の罪の大いなるを嘆け》、末尾には 《われらキリストに感謝せん Lasst uns 
doch Christo dankbar seyn》のコラールが置かれて受難曲を囲んでいる。後者は、確認









会楽長アルベルティ Gasparo Alberti / Gaspare de Albertis （c1480–c1560） 
の作曲した 3曲のカトリック用受難曲（1540/43年）でイエス・キリストの言葉
が多声で作曲されており、ベルガモの教会音楽家をつとめていたスカンデッロ 





ルバは 5声で、福音史家は 1声の斉唱である。他にはゲジウス Bartholomäus 
Gesius （?1555/62–1613） の《ヨハネ受難曲》（1588年、13ある合唱部分はすべ





礼拝での使用は 19世紀に入るまで続いた。作曲家レーヴェ Carl Loewe （1796
–1869） が子どもの頃に応唱受難曲を歌ったという記録も残っている43）。
 42） MGG1, Sp. 912.





クルス Johannes Galliculus （16世紀初頭に活動） の 4声の《マルコ受難曲》
で、これはロンガヴァルの受難曲と同じ曲集に含められ、1538年にヴィッテン
ベルクで出版された（Georg Rhau, Selectae harmoniae de Passione Domini 44）, 







ボヘミア（Česká Lípa）で活動していたレジナリウス Balthasar Resinarius / 







 44） この曲集の現代譜は、Bärenreiter 社から 1990年に出版された（参考楽譜のGalliculus 
1990 参照）。なお、この曲集に含まれるロンガヴァルとガリクルスの受難曲は、テク
ストはほとんど同じであるのにマタイとマルコ、別々の名が冠されている。
 45） リューネブルクのロッシウス Lucas Lossius （1508–1582）の《プサルモディア Psalm-
odia》（1553年）に含まれるラテン語の《マタイ受難曲》は、単声ではあるが、十字架
上の 7つの言葉を含み、ロンガヴァルらの総合受難曲の系列に連なる作品と考えられ
る。受難の主日のミサや聖金曜日の朝課で歌われたと考えられる。Vgl. MGG1, Sp. 
911.
 46） Fischer 1973, S. 607.













シュトゥットガルトの楽長であったダーザー Ludwig Daser （c1525–1589） 
の 4声の《ヨハネ受難曲》（ラテン語、1578年印刷）、1594年からシュトゥッ








メルン Konrad Ameln は述べている49）。また、人や出来事を性格づけたいと
きは受難旋律定型の使用を中止している50）。
 48） ブルクの受難曲は、ザクセン＝チューリンゲン地方で模倣された。ブルクを模倣し
たとされるものには、シュトイアーライン Johann Steuerlein （1547–1613）, マッホルト 
Johann Machold（生没年不詳、16世紀終わり頃に活動）らの作品がある。Vgl. MGG2, 
Sp. 1475.
 49） Lechner 1960, Vorwort, S. IX.









ルッフォ Vincenzo Ruffo （c1508–1587） の《ヨハネ受難曲》、フランドル出身
のナスコ Jan Nasco （c1510–1561） の《マタイ受難曲》およびローレ Cipriano 






















Gallus / Handl （1550–1591） のプラハで印刷された 3つの受難曲（4、6、8声、
1587年印刷）のうち 8声のものは、ヴェネツィア楽派の複合唱様式を用いた色
彩豊かな通作受難曲である。 ほかにプラハの宮廷に少年の頃から仕えたル
ニャール Jacob Regnart （1540/5–1599） の 8声の受難曲（16世紀終わり頃）も
ロンガヴァルと同じ統合受難記に曲づけしたラテン語の通作受難曲である。さ















 53） イエス以外の個々の登場人物は 2～3声が基本だが、一部例外もある。ピラトの「そ
れでは、ユダヤ人の王とお前たちが言っているあの者は、どうしてほしいのか Was 
wollt ihr denn, dass ich tue dem, den ihr schuldiget, er sei ein König der Juden?」のせり








































られる。1834年にヴィンターフェルト Carl Georg Vivigens von Winterfeld 
（1784–1872） がその著書『ガブリエリとその時代 Johannes Gabrieli und sein 
Zeitalter』のなかでシュッツの受難曲に言及したのが再評価の嚆矢で、1850年
頃から少しずつ演奏されるようになった。さらに、シュッツ生誕 200年にあた










 56） „Ehre sei dir, Christe, der du littest Not, an dem Stamm des Kreuzes für uns den bittern 
Tod, und herrschest mit dem Vater dort in Ewigkeit: Hilf uns armen Sündern zu der Se-
ligkeit. Kyrie eleison, Christe eleison, Kyrie eleison.“ という歌詞が、繰り返しを含み、メ
リスマ的に歌われる。礒山は、結句の拡大に「聖書と信徒とを橋渡しする新作部分を
受難曲に含めてゆこうとする発展の萌芽」をみている。礒山、1994年、47頁参照。
 57） Steude 2005, p. 3.









Thomas Selle （1599–1663） である。ゼレの 1642年の《マタイ受難曲》は、グ































フロール Christian Flor （1626–1697） の《マタイ受難曲》（1667年）では、
11の器楽楽章のほかに 9曲の通奏低音付き独唱楽章（オブリガート楽器の加わ
るものもある）が含められた。これらの独唱楽章はよく知られたコラールの編































受難曲に対し、マッセンカイル Günther Massenkeil は「協奏様式の受難曲 


































もある。受難曲中のコラールとしては、デツィウス Nikolaus Decius （c1485–
1546以降） の『けがれなき神の小羊 O Lamm Gottes unschuldig』や、ペト





 65） 逆に、カトリックの地域では、オラトリオ受難曲は、A.スカルラッティ Alessandro 
Scarlatti （1660–1725） の《ヨハネ受難曲》（1680年頃）ほか、ごく少数しか作曲されな
かった。
 66） MGG1, Sp. 918. なお、バッハの《マタイ受難曲》には、コラールのみを歌詞とす
る楽章が 13、コラールと自由詩の組み合わせが 2楽章含まれる（全 68楽章中）。
29受難曲の歴史
Christian Heinrich Postel （1658–1705） 作の受難詩（1700年頃）では、コラー






国立図書館に 1704 年の日付をもつ手稿譜（通称「ポステル受難曲 Postel-
Passion」）が所蔵されているが、最初のオラトリオ受難曲であるとされる67）この
作品の作曲者名ははっきりしない。長らくヘンデル Georg Friedrich Händel 
（1685–1759） の作とされていたが、リッター Christian Ritter （c1652–1750） 
の名が有力な作曲者として挙げられている68）。ポステルの受難詩中のアリアの
テクスト「汝の捕らわれにより、神の御子よ Durch dein Gefängnis, Gottes 
Sohn」はのちに《神よ、慈しみをもって扱いたまえ Machs mit mir, Gott, 










 68） Massenkeil 1998, S. 198.
 69） バッハの《ヨハネ受難曲》第 30曲もポステルの受難詩にもとづく。
 70） 聖書の預言「彼らはわたしの服を分け合い、わたしの衣服のことでくじを引いた 
Sie haben meine Kleider unter sich geteilet und haben über meinen Rock das Los gewor-
fen」の部分のみ、弦楽伴奏を伴うアコンパニャートとなる（第 46曲）。なお、この作
品では、初めて語りの部分に「レチタティーヴォ」と明記された。






受難曲の台本に、フーノルト Christian Friedrich Hunold （Menantes） （1681–
1721） の『血にまみれ死にゆくイエス Der blutige und sterbende Jesus』およ
びブロッケス Barthold Heinrich Brockes （1680–1747） が 1712年に出版した
受難詩『世の罪のために苦しみ死にたまいしイエス Die für die Sünden der 

















 72） 平凡社の『音楽大事典』、第 3巻、1139頁（1982年）や服部、1988年、243頁など。
 73） MGG1, Sp. 928 や Fischer and Braun 2001, p. 208、あるいは Massenkeil 1998, S. 201
–204 など。











は好評を博し、1712 年にカイザー、 ヘンデル、1716 年にテレマン Georg 















 76） カンタータ的なモノローグが 9回あり、6人の登場人物（Jesus, Petrus, Judas, Tochter 
























で「シオンの娘 Tochter Zion」と「信じる者たち die Gläubigen」の対話とし
て構成されている77）。また、バッハの《ヨハネ受難曲》の8つの楽章にはブロッ
ケスの詩が、また 2楽章にポステルの受難詩が用いられている。さらに、バッ




























 80） バッハが担当したのとは別の新教会 Neukircheで 1717年にテレマン作曲の《ブロッ
ケス受難曲》が演奏され、器楽導入への歩みは始まっていた。また、バッハの前任の



























 81） 46曲のうち、現存するのは 21曲である。なお、テレマンの受難曲としては、これ
以外に 3つの受難オラトリオ、および《聖なる熟慮》（後述、受難カンタータに分類
されることもある作品）が今日に伝えられる。
 82） ほかに受難オラトリオ 1曲がある（H. 776、1768/70年）。





にかけて最も上演回数の多かった受難曲は、ラムラー Karl Wilhelm Ramler 
（1725–1798）の詩にベルリンのプロイセン宮廷楽長、C. H. グラウン Carl 
Heinrich Graun （1703/4–1759） が作曲し、1755年にベルリンの歌劇場で初演

































Kommt her und schaut》（1723年）、《小羊が行って罪を担う Ein Lämmlein 
geht und trägt die Schuld》（1746年）がある。また、 J. E. バッハ Johann 
Ernst Bach （1722–1777） は、《イエスの死》を模倣した受難オラトリオ《魂よ、
その憧れは O Seele, deren Sehnen》（アイゼナハ、1764年）を書いた。
《イエスの死》以前に書かれた同タイプものとしては、テレマンの《聖なる熟







 85） 18世紀後半からの 150年で最多回数、上演された受難曲だという。平凡社の『音楽
大事典』、第 3巻、1139頁参照。
 86） シェーリングはテレマンのこの作品に連なるものを「受難カンタータ Passionskan-
tate」と呼んで受難オラトリオとは区別した。Vgl. MGG2, Sp. 1486. マッセンカイル
によれば、18世紀の受難曲において、オラトリオとカンタータの用語法上の区別は止
揚されているという。　Vgl. Massenkeil 1998, S. 223. なお、グラウンの《イエスの死》
をグラウン自身は「カンタータ Cantate」としている。
 87） Telemann 2001, S. XIII.
 88） Massenkeil 1998, S. 208.
37受難曲の歴史






れた。テレマンの死後、C. P. E. バッハがハンブルク市音楽監督を務めていた
頃や、1806年にも演奏された記録が残っている90）。また、1739年にバッハが
ライプツィヒで上演しようとした可能性も指摘されている91）。














 90） Telemann 2001, S. XV.
 91） Schulze 1990, S. 39.
 92） Massenkeil 1998, S. 266.
 93） MGG2, Sp. 1488.　ゴータでは、例外的に受難オラトリオもオラトリオ受難曲と同
様に、礼拝で用いられていた。Vgl. MGG1, Sp. 930.







たい。まず、総合受難曲の系統を継ぐものとしては、ハイドン Joseph Haydn 
（1732–1809） の《十字架上の 7つの言葉》（Hob. XX/2）、リスト Franz Liszt 






ベートーヴェンの《オリーヴ山上のキリスト Christus am Ölberge》（作品
85）、1834～35年作曲のシュポーアの《救い主の最期の時 Des Heilands letz-
te Stunden》（WoO 62） は、受難を題材としたオラトリオである。
19世紀において受難曲の上演は、イヴェントとしての性格を強めていく。メ


















の例を挙げるとするなら、ペンデレツキ Krzystof Penderecki （1933–） の前衛
的な《ルカ受難曲》（1963/65年）などがある。プロテスタントでも多くの作曲
家が受難曲を発表している。ディストラー Hugo Distler （1908–1942） が
シュッツを手本として《コラールパッシオーン Choralpassion》（1933年）を書
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Die Geschichte der Passion
̶ mit Schwerpunkt auf den im deutschsprachigen
Raum entstandenen Passionen —
Sachiko KIMURA
Im vorliegenden Beitrag wird versucht, die Geschichte der Passion von 
der Antike an darzustellen und klar zu machen, welche Position die Pas-
sionen Bachs darin einnehmen. 
Unter Passion stellt man sich normalerweise die Passionen Bachs vor. 
Sie sind aber „oratorische“ Passionen, die in der Musikgeschichte nur 
während eines kurzen Zeitraums hauptsächlich im evangelisch-protestan-
tischen Gebiet gepfl egt wurden.
Die Arbeit ist folgendermaßen gegliedert:
 1. Grundriss des Passionsberichtes
 2. Der Passionsvortrag in der Antike
 3. Die Entstehung der mehrstimmigen Passionen
  (1) ÐDie responsoriale Passion (2) Die durchkomponierte Passion
 4. Die protestantischen Passionen des 16. Jahrhunderts
 5. Die katholischen Passionen des 16. Jahrhunderts
 6. Die protestantischen Passionen des 17. Jahrhunderts
 7. Die oratorische Passion
 8. Das Passionsoratorium
 9. Passionen seit dem Ende des 18. Jahrhunderts
 10. Zum Schluss
